
第54回(平 成11年 度)

日本 セラ ミックス協会賞表彰

本会会貝の うち,セ ラ ミックス産業 の進歩発展 に資 し,本 会及び業界 に対す る功緯顕著 な方,セ ラミックスの

科学技術 の研究並 びに技術 上の業績顕 著な方 に贈 る日本セ ラミックス協 会賞 について,協 会賞選考委 員会(功 労

賞選考委員会,学 術賞 ・技術賞 ・功績 賞 ・進歩賞選考委員会)で は,昨 年来,被 推薦候補 者(功 労賞 は被推薦有

資格者名簿か ら;学 術賞18件,進 歩賞10件,技 術賞8件,功 績賞3件)に つい て慎重 に選考 の結果,第54回(平

成11年 度)受 賞者 として,次 の方 々 を選び1月21日 開催 の理事 会で26件 の受賞者が決定 した.こ こに受賞者

の業績推薦理由 を紹介する.

なお,表 彰式 は,来 る5月19日(金)東 京(霞 が関 ビル内 東海大 学校友会館)で 開催 される第75回 通常総

会の席上 におい て行 われる.

受 賞 者 一 覧

[功労賞6件]

三菱マ テリアル(株 〉 特 別顧 問(技 監)尾 野幹也

元 ・豊橋技術科学大学 小 寺嘉秀

.アル プス電気(株)顧 問 白嵜.信一

元 ・工学 院大学 須藤儀一

武蔵工業大学 教授 西野 忠

カワソー化学工業(株)取 締役相 談役 伏野勅 明

[学術賞7件]

無機材質研究所 総合研究官 池上隆康

(株)【NAX技 術 統括部部長 石 田秀輝

東京工業大学 教授 伊藤 満

名古屋大学 教授 河本邦仁

東京工業大学 助教授 篠崎和 夫

京都工芸繊維大学 教授 西田俊彦

TheUniversityofAlal)ama教 授RichardC.Bradt

[進歩 賞5件]

名古屋工業技術研究所 研究員 近藤直樹

鶴岡工業 高等専 門学校 講師 佐 藤隆士

大阪府立大学 助手 忠永清治

名古屋工業技術研究所 研究員 黄 海鎭

東京工 業大学 助手 脇谷尚樹

[技術賞6件]

(株)TYKグ ルー プ代 表 代 表 取 締 役 社 長 牛 込

進,ほ か 明智 セ ラ ミックス(株)安 藤 満 ・高

橋 成彰 ・室井利行

松 下電 工(株)グ ルー プ代表 ウェル ・ラ ボ副参事

主査研究員 名和正弘 ほか 中本彰一

京セ ラ(株)バ イオセラム事業部 グル ープ代表.プ

ロジェク.ト開発部責任者 藤沢 章,ほ か 網野博

一 ・谷口吉夫 ・佐 野健次

(株)ノ リタ ケ カ ンパ ニー リ ミテ ド グルー プ代 表

生産 ・技 術本部 副本部長 山 田陽一,ほ か 土井

正敏 ・大島 博 ・森 洋行

京セ ラ(株)総 合研 究所 グループ代表 構造材料/

部品開発部 責任 者 吉 田 真,ほ か 鶴薗佐蔵 ・

田 中広一 ・巽 哲 男(川 崎重工(株))

日本 ガイ シ(株)グ ルー プ代 表BIU部 長 渡 邊

敬一郎,ほ か 伊 藤一彦 ・稲葉常三 ・半澤 茂

[功績賞2件]

沖縄県工業技術 セ ンター 次 長 照屋善義

愛知県瀬戸窯 業技術 セ ンター 課長 不二 門義仁

功労賞選考委 員会 委 員長:一 ノ瀬昇,委 員:山 内俊吉 ・田賀 井秀 夫 ・字 田川重 和 ・曽我 直弘 ・水谷惟恭 ・山岸 干丈 ・岡村 鐘

雄 ・永井正幸 ・国分可紀

学術 賞 ・技術 賞 ・功績賞 ・進歩賞選考委 員会 委員長:水 谷 惟恭,委 員:〔 学術 賞 ・進歩 賞選 考分 科会〕横 尾俊信 ・尾坂 明義 ・

中川善兵衛 ・三 田村孝 ・吉村昌弘 ・高 田雅介 ・山口明良 ・大 谷茂 樹,〔 技術賞 ・功 績賞選 考分科会〕坂井洋彦 ・森 田直 文 ・米澤

正智 ・津久 間孝次 ・藤沢寿郎 ・大西宏司

Recipients of the 54th Awards of The Ceramic Society of Japan

注》写真 は日本 セラミ ックス協会賞賞牌(径7cm,中 央部厚 さ約1cm,デ ザ イン 木村四郎氏)
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◇功労賞◇
お の みき や

尾 野 幹 也 氏

[業績ユ 各種 セラミックス

製品の開発 ・事業

化 と産業界への貢

献

推 薦 理 由

◇功労賞◇
ニ てら よしひで

小寺 嘉秀氏

[業績」 セラミックス基礎
科学の確立への貢
献

推 薦 理 由

尾野幹也氏 は,昭 和33年 に東京 工業大学理工 学部

化学工学課 程 を卒業,同 年 三菱鉱業(株)(現 三菱 .

マ テ リアル(株))に 入社 し,以 後主 に研究,工 場部

門 において,セ メン ト及 びファイ ンセ ラミックス関連

の新製品の開発,事 業化 に尽力 した.

昭和35年 頃 か ら,セ メ ン ト製造技 術上画期 的 とさ

れ るサスペ ンシ ョンプ レヒーター方式 を導入 した工場

立 ち上げ に携 わ り,日 本のセ メン ト生産性の向上 に貢

献 した.

そ の後,昭 和45年 頃 よ りフ ァイ ンセ ラ ミックス を

用い た新製品の開発,事 業化 に取 り組 んだ.そ の間,

セ ラミックス研究所長 あるい は事業本部長 と して,電

子及 び生体 セラ ミックスの事業化 に成功 した.

電子セ ラ ミックスでは,ゾ ルーゲル法 を用 いたセ ラ

ミックス製造プロセスの開発や積層セ ラミックス コン

デ ンサーの開発 など,先 端技術 を取 り入れ た製品開発

を推 し進め,サ ージ ・ノイズ対策用,セ ンサー用な ど

情報通信,家 電分野 に多 くの電子 セラミックス製品 を

送 り出 した.ま た生体 セラ ミックスにおいては,安 全

で信頼 性の高い歯科用,外 科用 セラ ミックス入工骨の

開発,製 品化 に指導 的役割 を果 た した.

当協 会においても,セ ラミ ックス誌編集委員長,副

会長 などの要職を歴任 し,現 在 も監事 と して活動 し,

協会の発展 に多大の貢献 を している.ま た,ニ ュー ダ

イヤモ ン ドフォーラムの会長 を始 め,政 府機関や業界

団体 などの各種委貝会 の理事 ・委員 として活躍 してい

る.更 に,東 京工業大学 など各大学の非常勤講師 とし

て,セ ラ ミックスに関す る講義 な ど,教 育活動 にも熱

心 に取 り組んだ,

以上の ように,同 氏 は長年 にわたるセメン ト,フ ァ

イ ンセラ ミックス分野 にお ける研究開発,新 製品及び

その事 業化 な ど幅広 く産業界 に寄与 し,ま た協会の発

展 に対 する貢献 も多大 であ り,日 本セ ラミックス協会

功労賞に値 する もの と して ここに推薦す る.

略 歴 昭和33年3月 東京工業大学理工学部化学工学課

程卒業.同 年三菱鉱業(株)(現,三 菱マテリアル(株))入

社.同61年 セラミックス研究所長.平 成元年取締役.同3

年常務取締役セラミックス事業本部長.同5年 先端事業本部

長.同6年 専務取締役先端事業本部長.同7年 取締役副社長.

同11年 特別顧問,現 在に至る.

小寺嘉秀氏 は,各 種 のセラ ミックス材料 に関 し,基

礎的 な見地か ら考究 を深め,と もすれば経験論的取 り

扱 いに とどまっていた,こ の分野 にお ける基礎科学の

確立 に顕著 な貢献 をした.な かで も,セ ラ ミックス基

礎科学の創立期 とで も言える時期 に,窯 業基礎討論会

の設 立(昭 和38年)と 活動 に大 きく貢献 したこ とは

特記 すべ きこと として強調 したい.ま た国際的 に も

ReactMtyofSolidシ ンポジウムで の活躍 は顕著 な も

の である,

同氏の研究対象は多岐 にわたる,東 京工業試験所入

所 とともに,ケ イ酸,ア ル ミン酸,バ ナジン酸,ア ン

チ モン酸,タ ングステ ン酸 な どで母体が2価 の金属塩

の蛍 光体 の生成反応 の解析 を手が けた.昭 和35年 頃

か ら酸化ゲ ルマニ ウムの相転移 に関す る研究 を精力的

に進 め,前 述の窯業基礎討論会 の設立 の原動力 となっ

た.

同氏の反応速度論,反 応機構論 に基づ いた研究 は,

固溶体形成,ア ルミナ系触媒等へ展 開され,実 用的 な.

面 で も重要 な,成 形条件 と生成物 の機械 的性質 との関

連 を明 らか にす るに至 った.こ の研究 は,酸 化 亜鉛一

酸化 クロム系,酸 化 コバル トー酸化 モ リブデ ンー酸化 ア

ル ミニウム系の触媒へ も展 開 された.

昭和54年,豊 橋技 術科学 大学 に着任 してか らは,

同氏 の研究 の原点 とも言 うべ き蛍光体 において,集 大

成 ともなるケイ酸塩及び酸硫化物 の構造 と発光の関係

を明 らか に し,つ いで昭和60年 には,酸 化 亜鉛の加

熱温度 と光学的性質 を研究 し,酸 化亜鉛 中に光 中心が

生成 するこ とを明 らか に した.

以 上のように,同氏のセ ラミックス基礎 科学の確立,

そ して基礎科学 に基づい た各種 セ ラミックス材料及 び

その生成過程 の解明の成果は,今 日のセ ラミックス科

学 の発展,協 会 の学問的基礎 を固め るに多大な貢献 を

な している.よ って,日 本セ ラミックス協 会功労賞 に

値 する もの として,こ こに推薦す る.

略 歴 昭和16年 東京帝国大学工学部応用化学科卒業.

同22年 東京工業試験所入所.同51年 退所,昭 和電工(株)

入社.同54年 豊橋技術科学大学教授.同60年 退官,現 在に

至る,

252セ ラ ミ ッ ク ス35(2000)No.4



◇功労 賞◇
しらさき しんいち

白器 信一氏

[業績]セ ラ ミックスプロ

セスの科学 ・技術

の発展 と産業界へ

の貢献

推 薦 理 由

白嵜信 一氏 は,昭 和36年 東 京工業大学大 学院博士

課程修了後,同 年 同大助手に奉職 し機 能性 セラ ミック

スの合成 と物性 に関する研 究 に従事 した.そ の後,九

州大学原子核工学科助教授,無 機材 質研究所主任研究

官,同 所総合研究官 を歴i任し,こ の間,酸 化物 セラ ミッ

クスの拡散 ・欠陥構造へ と研究対象 を広 げたのみなら

ず,セ ラ ミックス原料の新 しい合成法 を提案す る等,

実用化研究 にも多 くの成果 を上 げ,こ の分野 での科学

技術の発展 に大 き く貢献 した.特筆 される成果 として,

ドーピングにかか わる原子価制御機構 に代 わる新 しい
.機構 を提案 したことが挙げ られる

,こ の考 え方 は合衆

国の論文への引用が相次いだ.更 に,焼 結過程解析 に

は,単 結 晶の拡散係数 とは似 て非 なる多結 晶の体積拡

散係数 こそが有効である こと,機 能性 セラ ミックス特

性への組成変動や非平衡性 点欠陥 の決定的役割 を明 ら

かに した.

同氏 は,当 協会評議 員,あ るいは 日米誘電体 ・圧電

体 セ ラミックセ ミナー諮 問委 貝 Ceramics International

誌編集委員,日 韓セ ラミックセ ミナー副委員長等 とし

て活躍 し,当 協会の発展に寄与 した,科 学技術庁の材

料 プロジェク トの課題決定,運 営 を司 る航空電子等審

議会の専 門委員,イ ンテ リジェン ト材料 プロ国際会議

の諮問委員,ハ イブリッ ド材料 プロの副委員長,等 を

歴任 し,こ れ ら材料 プロの立 ち上 げか ら実行 まで主導

的役割 を担 った.

現在 は,官 学界での豊富な経験 を生 か し民 間におい

てアルプス電気(株)顧 問 として産業界の発展 に寄与

す る一方,(財 〉日本政治経済調査 会理事,(学 校法人)

筑波 学園教授,(社)RM技 術交流 協会運 営委員 とし

て公の場 において も活躍中である.

以上の ように,同 氏の酸化物 セラ ミックスの基礎科

学研究で の業績,及 び産業界,協 会 の発展 に対す る貢

献は多大であ り,日 本セラ ミックス協会功労賞 の受賞

に値す るもの として,こ こに推薦す る.

略 歴 昭和36年 東京工業大学大学院博士課程修了.同

年同大助手.同41年 九州大学助教授.同44年 無機材質研究

所主任研究官.同49年 同所総合研究官.平 成5-7年(株 〉

住友金属鉱山顧問.同5年(財)日 本政治経済調査会理事.

同5年 筑波学園教授,同7年 アルプス電気(株)顧 問.工 学

博士,

◇功労賞◇
す どう ぎ いち

須藤 儀一氏

[業績ユ セメン ト科学 ・技

術 の発展 と産業界

へ の貢献

推 薦 理 由

須 藤儀 一氏 は,昭 和30年 東京大学 理学部地質 鉱物

学科 を卒 業,同 年秩父 セメ ン ト(株)(現,太 平 洋セ

メン ト(株))に 入社 し,.以後,セ メ ン トの研究 と新

製品の開発,事 業化 に従事 して顕著 な業績 を上げる と

ともに,セ ラ ミックス事業 の基盤確立 に寄与 した.平

成3年 同社退職後 は工学 院大学 に奉職 してセ ラミック

スの研 究 ・教育 に携 わ り,人 材の育成 に貢献 した,

セメ ン トの研 究においては,ま ず,フ ッ化物共存 下

にお けるエ ーライ ト相 の低温 生成反 応機構 を解 明 し

た.次 に,セ メ ン ト原料 粘土,ク リ ンカー の蛍光X

線分析 の精度 向上 に取 り組 み,そ の成果 を用いてセメ

ン ト製造工程 のオ ンライン成分管理 に成功 した.ま た,

ケイ酸カルシウム水和物相 の研究の成果 を踏 まえて,

高温 高圧養生用高 強度 セメン トを開発 した.な お,セ

メン ト硬化体 の凍結融解現象の研究 を進めて耐凍害性 .

の向上に寄与 し,セ メ ン ト協会論文賞 を受賞 した.更

に,副産セ ッコウを利用 した地盤改良 ・汚泥固化材や,

米国原子力規制委員会 の認可 を取得 した中 ・低 レベル

放射性廃棄物 の処 理 ・処分容器等の新規セ メン ト関連

製品の開発 に成功 した.一 方,高 感度 の半導体乾湿素

子 ・感ガス素子 の開発,サ ー ミス ターの耐用温度の向

上,そ の他,ル チルの導電物性等の研究 を行い,こ の

分 野の科学 ・技術 の発展 に貢献 した.な お,工 学院大

学に赴任 してか らは,セ ラ ミックス の研究 ・教育の推

進 と人材の育成 に専念 している,

当協 会 においては,編 集委貝,評 議員,原 料部会分

科 会主査,セ メ ン ト部 会副部会長等 を歴任 し,協 会の

維持 ・発展 に貢献 した,な お,工 業技術 院委嘱 による

セメ ン トのJISの 改定 ・作成 にも寄与 した.

以上の ように,同 氏 のセメ ン トとその関連分野 にお

ける研 究業績,及 び産業界,協 会 の発展 とセラ ミック

ス教育 に対 する貢献 は多大 であ り,日 本セラ ミックス

協 会功労賞に値 する もの として,こ こに推薦す る,

略 歴 昭和30年 東京大学理学部地質鉱物学科卒業.同

年秩父セメント(株)(現,太 平洋セメント(株))入 社.同

51年 中央研究所研究部長.同52年 山梨大学教育学部非常勤

講師.同59年 秩父セメン ト(株)取 締役.同63年 役員待遇

参与.平 成3年 退社.同 年工学院大学工業化学科教授.同11

年退職.工 学博士.
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◇ 功労 賞◇

にしの ただし

西野 忠氏

[業績]セ ラ ミックス生成

及 び溶解反応に対

する新解析手法の

確立 と学会への貢

献

推 薦 理 由

西 野忠氏は,昭 和30年 千 葉大学工学 部工業化学科

を卒業後,同 年武蔵工業大学に勤務,以 降四十数年 の

長 きにわた り一貫 して,同 大学 において無機化学分野

の教育 と研究 に携わっている,

同氏 の研 究の原点は,超 塩基性耐 火物原料 に含 まれ

る海水マグネシア中ライムの安定化 に さかの ぼること

がで きる.その後,酸 素酸塩 問の固溶体形成反応へ と研

究 を発展 させ た.この 固溶体の形成反応は,陰 イオ ン交

換 反応であるこ とか ら,固 溶体 中の陰 イオ ンの分析 に

イオ ン交換樹脂 を用い ることが,極 めて有効であるこ

とを初 めて指摘 し実践 した.こ れ を契機 として,イ オ

ン交換樹脂 による難溶性無機化合物の溶解 という,現

在最 も精力的 に取 り組んでいる研 究テーマへ と発展 さ

せ た.更 に,この手法 をセメ ン ト鉱物あるいは人体 中に

生成す る結石 などへ拡張 し,新 しくて工学 的に重要 な

成果 を次々 と発表 し,セ ラ ミックス協会学術論文誌 に

シリーズ として まとめた,現在 は,バ イオセラ ミックス

として注 目されている リン酸塩系化合物,あ るいは機

能性材料 として価値 の高い タングステ ン酸,チ タン酸

塩な どの溶解 に も同手法 を適用 し成果 を上げている.

セ ラ ミックス の研究 は,合 成 とキ ャラク タリゼー

シ ョン及 び物性測定の流九が通常の方法であるが,同

氏 の開発 した手法は,溶 解 とい う合成の逆反応 よ り得

た知見 を,セ ラミックスの合 成 に生かす という非常 に

ユ ニー クで価値 のある ものであ り,新 しい解析法 を開

発 し進展 させた功績 は極 めて大 きい ものである,

当協会 において も,論 文誌 の編集委員長 を含 めて理

事 を4期,更 に評議員 を2期 務 め協会発展 に大 き く貢

献 した.ま た,現 在 も実験 と研究成果の まとめ を自ら

行い,協 会の年会等で成果発表 を続 けている ことも特

筆 に値 する.

以上 のように,同 氏のセ ラミックスの研 究解析 手法

の開発 と確立 に対す る業績 と協会発 展 に対 する貢献は

多大 であ り,日 本セ ラミックス協 会功労賞の受 賞に値

す るものと して,こ こに推薦 する.

略 歴 昭和3G年 千葉大学工学部工業化学科卒業.同 年

武蔵工業大学勤務.同31年 同助手.同34年 同講師,同38

年同助教授,同43年 工学博士(東 京工業大学)学 位取得.

同46年 同教授,現 在に至る,昭 和56年 度 「窯業協会誌」編

集委員長、平成5年 度耐火物技術協会功労賞受賞.

◇功労賞◇

ふし の のりあき

伏野 勅明氏

[業績]送 配電碍子と関連
分野の技術開発及
び産業界への貢献

推 薦 理 由

伏野 勅明氏は,昭 和23年3月 東 京工業大学窯業 学

科 を卒業,同 年4月 大阪陶業(株)(現,大 トー(株))

に入社 して以来今 日まで,一 貫 して送配電用碍 子の研

究開発 と品質の向上 に尽力 して きた.

送配電線用 の碍子 は電気特性の ほかに安定 した機械

的強度 を必 要 とす るが,磁 器は引張 り強度が弱 い.同

氏 は構造上磁器 に全面的 に引張 り荷重がかかる中実長

幹碍子 の,我 が 国最初の開発 に参画 し,実 用化 の基礎

を開 いてい る.ま た主原料 の一 つで枯 渇化が 問題 と

なっていた天草陶石 に,従 来不 適当 とされていた陶石

の使用 を可能 に し,ま た クリス トバ ライ ト質の高強度

磁器 を開発 し,更 に現行 のアル ミナ含有素地 に至 る一

連の高強度碍子素 地の開発 を行 ってい る,

送電 に伴い発生 する電波障害 を防止す るため,抵 抗

温度係 数が小 さく電食 な どの問題 を生 じない酸化スズ

系半導電粕 を開発 し,こ の碍子 は耐塩碍子 と して も実

用 されている.こ のほか絶縁電線保持用スペーサーの

高 アル ミナ碍子 など,各種の碍子の開発 を行 っている.

また碍子 の焼成 に我が 国で初め て米国 ビックリー社 の

ロングフレーム全 自動還元焼成大型 シャッ トル窯を導

入 し,技 術 な どを国内の焼成炉企業 に提供するな どの

貢献 をし,昭 和56年10月 に大 トー(株)を 退社,カ

ワ ソー化学工業(株)に 移 り引 き続 き種々の碍子 やア

ル ミナセラ ミックス の開発 を行い,カ ワソーテクセル

(株)に おいてメタライズ生産 を行 うな ど,関 連分野

で多 くの貢献 を してい る,

以上の ように同氏 は長年 にわた り送配電碍子や関連

分野の研 究開発 を行 い,当 該分野や産業界の発展 に寄

与 し,ま た本協 会 にお いて も昭和53～59年 に評議員

を務 めたほか,長 年協会大阪支部幹事 と して活躍 し,

平成3年 には支部 創立70周 年功労 者 と して感謝状 を

.受けるな ど多大の貢献 をしてお り
,日 本セ ラミックス

協会功労 賞に値す るもの として ここに推薦 する.

略 歴 昭和23年3月 東京工業大学窯業学科卒業.同 年

4月大阪陶業(株)(現,大 トー(株))入 社.同 社研究所長,

技師長を歴任ののち,同56年10月 同社退社,同 年11月 カ

ワソー化学工業(株)入 社,常 務取締役,平 成 正0年9月退任.

現在カワソー化学工業(株)取 締役相談役,カ ワソーテクセ

ル(株)顧 問.
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◇学術賞◇
いけがみ たかやす

池上 隆康氏

[業績]酸 化物 セラミック

スの焼結 に関す る

基礎的研究

推 薦 理 由

池上隆康氏 は,科 学技術庁無機材 質研究所 に入所以

来一貫 して酸化物 の焼結 に関する研 究に従事 し,理 論

と基礎 的技術 開発 で優れた研 究業績を上 げ,セ ラミ ッ

クス の学問 と技術 の発展 に寄与 して きた.

まず理論 的研 究 として,セ ラミックスの焼結が多粒

子系 の現象 である ことを考慮 して統計論 を取 り入 れた

「粒成長 で促 進 される緻密化理論」や 「連続 の式 を活

用 した粒成長 理論」,「2次 元的圧密理論 」,「多面体粒

子 の初期焼結 」な どの多数 の理論 を構築 した.こ れ ら

は世界 に先駆 けて独 自に構築 した理論であ り,新 しい

学 問分 野 を開いた もので,高 く評価で きる.ま た,「物

質移動 速度 が粒 子の幾何形状 ばか りで な く焼結速 度 に

も依 存す る中期及び後期焼結の速度論」は,報 告 され

た多 くの速度論の体系化 を成 し遂 げたものであ り,焼

結科学の発 展 に貢献 している.こ れ らの多 くは,焼 結

理論で最 も権威 がある とされる ∫.A捌.P'那.,110如.

Mぬ π.,み 五柳.Cθπ朔.∫oc.で 発表 されている.

更 に,透 明焼結体の製造技術 開発 に関 して次の よう

な業績 を上げてい る.加 圧するこ とな く気孔 を完全 に

除去す るこ とは極 めて難 しく,気 孔 のない透明焼結体

を製造す ることは焼結 に関与す る研究者 の夢 の一つで

あるが,同 氏 は,MgOやCaOの 焼結で はフ ッ化 物 イ

オ ンを,Y203やYAGの 焼結では硫酸 イオンを利用 し

て透明焼結体 の製造法 を開発 している,こ のよ うな陰

イオン添加 によって透明化 させ たのは独 自の技術で あ

り,高 純度透 明焼結体の製造 に最 適な方法 である.ま

た,擬 似 アルコキシ ド法 とい う種 々の酸化物 に応用 で

き,し か も安価 に易焼結性粉末 を製造で きる技術 を開

発 している..

この ように,同 氏 は焼結 に関する理論及び基礎 的技

術開発 において優 れた業績 を上げてお り日本セ ラミッ

クス協 会学術 賞に値 するものと して推薦する.

略 歴 昭和42年3月 九州工業大学工学部金属工学科卒

業.同 年4月 科学技術庁無機材質研究所入所.同53年4月

同主任研究官.平 成5年4月 同総合研究官.こ の間昭和59

年～61年東京農工大学工学部非常勤講師,平 成9年 から工学

院大学非常勤講師.工 学博士.

◇学術賞◇
いし だ ひで ぽ

石田 秀輝氏

[業績]環 境 親 和 型 セ ラ

ミッ ク ス の 低 温

合 成 に 関 す る研

究 開発

推 薦 理 由

不可避 の循 環型社会 を迎 え,地 球への負荷 を可能な

限 り低 く抑 えた材料 開発 は極 めて重要 となってい る.

石 田秀輝氏は,循 環型社 会 を意識 した新 しいものづ く

りの一つ として,セ ラ ミックスのクローズ ド生産 シス

テ ムを提唱 し,こ の研 究開発 を通 して新 しい材料合成

の可能性 を明 らか にして きた.以 下に同氏 の研究業績

の概 要 を示す.① 主 要 なセ メ ン ト鉱物 の一つ であ る

β・Ca2Sio4の低温合 成 に関わ る一連 の研究 の中で,水

熱合成 やメカノケ ミカル処理 に より合成 したケイ酸 カ

ルシウム水和物の生成条件や構 造 を明 らかにするとと

も に,加 熱 分 解 に よ り600℃ 以 下 で 高 活 性 な β一

Ca2Sio4が 合 成可 能 であ る ことをNMRを は じめ とす

る様 々な解析手法,考 察 を通 して実証 した.そ の知見

は先 進的な視点 と ともに国際的 にも高 く評価 されてい..

る.②CaO-Al、0、 一SiO、一H、0系の水熱合 成研究 におい

て も,そ の生成物 や物性挙動の関係 を明 らか にし,応

用 としての 「土」 の水熱 固化法 を初 めて確立 した.こ

の技術 を利用 した材料 は,高 い調湿機 能を有す るな ど

生活環境 と高次 に調和 した環境親和材料 として高 く評

価 されている.③ 水熱法 よ り,更 に低 エネルギーでの

材料合成 をめ ざし,伝 統技術 である 「たたき」 の科学

的解明 に取 り組み,そ の成 果は,ユ ネス コによるカン

ボジア 「アンコール遺 跡」修復 に も使 用 されている.

④ また,同 氏は材料の研 究開発 と並行 して地球環境 と

人 との関 わ りを 「人 と地球 を考 えた ものづ くり」 とい

う視点で捉 え,こ の視点 に立 った新 しい ものづ くりの

提案 を国内外で積極的 に行 っている,以 上の ように,

同氏 の業績 は循環型社会 にお ける新 しい視点に よる,

環境負荷 の低い新材料創出の可能性 を示 した ものであ

り,そ の業績 は国際 的にも評価 されてい る.よ って,

日本 セラ ミックス協会学術賞 に値す るものとして推 薦

する.

略 歴 昭和51年3月 山口大学工学部資源工学科卒業.

同53年3月 同学大学院工学研究科修士課程修了.同 年4月

伊奈製陶(株)(現,(株)INAX)入 社.平 成4年4月 同社

基礎研究所所長.同9年1月 同社空間デザイン研究所所長.

同12年1月 より同社技術統括部部長.こ の間,平 成5年 名

古屋工業大学大学院博士課程修了.高 知大学客員教授.豊 橋

技術科学大学客員教授.工 学博士.
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◇学術 賞◇

い とう みつる

伊藤 満氏

[業績]チ タ ン酸 ペロブス

カイ トにおける新

機 能の発見

推 薦 理 由

酸化物の新機能,新 物 質探索 には,構 造 と物性 に関

す る深い理解 と直観が要求 される.伊 藤満氏 は構造 と

化学結合 を巧み に組み合わせた独 自の新物質設計指針

に基づい て数多 くの電気 ・磁気 ・量子 ・イ才ン機能材

料 を創出す るとともに,新 物質 ・機 能設計指針 を体系

化 し提唱 した.チ タン酸 ペロブスカイ トに関す る主 な

業績 を以下 にまとめ る.

①超 リチ ウムイ オン伝 導体:Aサ イ ト欠損型 チタン

酸 ペ ロブス カ イ トで,酸 化 物 で は最 大 の伝 導度1×

10-3S℃m-L(室 温〉 を示 す一群 の リチ ウム イオ ン伝

導体 を発見 した,そ のイオ ン伝導体 に関す る詳細 な実

験的検討 とシミュ レーシ ョンによ りリチウムイオン伝

導 を支配する因子 を定量 的に抽 出 し,新 規酸化物 リチ

ウム イオ ン伝 導体の設計指針 を与 え,ま たイオン伝導

度の限界 にも言及 した.

②高温量子常誘電体:チ タ ン酸ペ ロブス カイ ト型酸

化物 にお ける化学結合 と構造 に関す る演繹か ら,こ れ

まで に2例 しか知 られ てい なかった量子 常誘電体 を

20種 以上発 見 した.更 にそ の転 移温度 を液体窒 素温

度付 近 まで上昇 させ,量 子 機能 デバ イス用 キ ャパ シ

ター として応用で きるこ とを明 らかに した.

③ 強誘電体:チ タン酸 ペロブス カイ トにおける化学

・結合 と構造 に対 する洞察 か ら特定 のフ ォノンモー ドの

調節 によ り常誘電体が強誘 電体化す るこ とを予測 し,

これ をSrTio3の 酸素 同位体 置換 に.より世界 で初 めて

実証 した.更 にこの強誘 電体発現 のメカニズ ムを種 々

の方法 を用いて直接調べ検証 した.

以上の ように,同 氏 は,多 くの新物 質 ・新機能の発

見 に成功 し,固 体 化学 の立場か ら無機材質設計指針 を

提案 し,世 界的 に高 く評価 され ている,よ って,日 本

セラ ミックス協 会学術 賞 に値 す る もの として推 薦す

る,

略 歴 昭和52年3月 名古屋工業大学工学部金属工学科

卒業.同57年3月 東京工業大学大学院総合理工学部研究科

博士課程修了.同 年7月 大阪大学工学部冶金工学科助手.同

63年4月 東京工業大学工業材料研究所助教授,平 成8年5月

東京工業大学応用セラミックス研究所助教授(改 組).同11

年11月 同研究所教授.工 学博士.

◇学術 賞◇
こうもと くにひと

河本 邦仁氏

[業績]熱 電変換 セラ ミッ

クスの先導的研 究

推 薦 理 由

河本邦仁氏 は,こ れまで熱電変換 セラ.ミックスの研

究開発 に先導 的に取 り組 んで きた,セ ラ ミックスの新

しい応用分野 を切 り開 き,将 来 のエ ネルギー ・環境 問

題の克服 に貢献 する立場 に立 って,セ ラ ミックスを従

来なか った方 向か ら見直 し,熱 電変換 とい う新たな地

平 を見いだ した.従 来材料 の新機能発現及び新材料 の

探 索 において,以 下 のような優れ た学術的研究成果 を

上げている.

まず,Sicを 多孔 質化す るこ とに より,高 導電率,

高ゼ ーベ ック係数 を保持 した まま熱伝 導率 を低 下 さ

せ,高 温で高 い熱電変換効率が実現で きる可能性 を初

めて示 した,フ ォノ ン ドラ ッグ効果 を採 り入れた理論

的な機構解析 を行 い,フ ォノンの平均 自由行程壷大 き

くしてゼーべ.ック係数 を上 げるために,多 孔質を保持

した まま粒成長 を十分 に起 こ して積層欠陥 フリーにす

ることが有効 であるこ とを提案.し,こ れを実証 した.

ZnO-ln、0,系 ホモ ロガス化 合物 は,n型 熱電半導体

と して高い変換効率 を示す こ と,元 素置換 により層状

構造 を変調 して変換特性 の向上が可能 なことを初 めて

示 した.特 に,層 状構造 を超格子構造 と捉 え,構 造変

調が超格子 の副格子構造,超 格子周期,量 子井戸 ポテ

ンシャル等 の変調 に対応 する ことを指摘 し,低 次元材

料 に高い熱電変換特性 を付与 してい くための新 しい考

え方 を提示 した意義は深 い.

これ らの材料 以外 にも,ボ ロ ンカーバイ ド1.ケイ化

鉄,ZnS-ln2S3系 ホモ ロガス化合物等 の熱電変 換へ の

応用の可能性 を研 究 し,多 くの重 要な知見 を示 して熱

電変換セ ラミックス研 究 を先導 して きた.よ って,日

本セ ラミックス協 会学術 賞 に値 する もの と判断 し,こ

こに推薦する.

略 歴 昭和49年3月 東京大学工学部合成化学科卒業.

同54年3月 同大学大学院工学系研究科博士課程修了,同 年

4月東京大学工学部助手.同57年4月 同講師.同61年9月

同助教授.この間,昭和63年 一平成3年 文部省学術調査官(併

任),平 成4年4月 より名古屋大学工学部教授.同9年4月

同大学院工学研究科教授.工 学博士.
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◇学術賞◇

しのざき かず お

篠崎 和夫氏

[業績]液 相制御に よる電

子 セラミックスの

高機能化に関す る

研究

推 薦 理 由

電子 セ ラミックスの特性 は,結 晶構造や電子構造等

の物質固有の性質 に加 えて,結 晶粒や粒界の構造 にも

大 きく影 響 され る.ま た,工 業 的に も積極的 に利用 さ

れ ることの多い液相は電子 セラ ミックスの微構造だ け

でな く,粒 界や粒 内の電子構造 に も大 き く影響 を与 え

る.篠 崎和 夫氏 は,電 子セラ ミックス 中の液相の生成

条件,物 質移動挙動,化 学 的性 質等 を状態図的手法 と

動力学的観点か ら研 究 し,液 相 が電気 ・熱的特性の向

上 に著 しい役割 を果た し,液 相 を制御す ることで高機

能 な電子 セ ラミックスが合成 で きることを明 らか にし

た.

す なわ ち,① 窒化 アル ミニ ウム(AIN)セ ラ ミック

スの焼 結時の緻密化,高 熱伝導率化 を詳細 に検討 し,

AINが 助剤 や不純 物アル ミナ と反応 して低温で液相 を

生成 し,更 に,液 相が不純物酸素 を焼結体外 に排出す

ることで高熱伝導化す る機構 を明 らか に した,② 鉛系

リラクサー材料,チ タン酸 ス トロ ンチ ウム,チ タン酸

バ リウム等の誘電体セ ラミックスの焼結時 に生成す る

液相の組成,生 成量,濡 れ性等 を検討 し,液 相が粒成

長 に著 しい影響 を与え るとともに,固 化時 の液相の存

在状態が電気特性 に影響す るこ とを明 らかに した.ま

た,③ 酸 化 プ ラセオ ジムを添加 した酸化亜 鉛バ リス

ターの液相生成温度 とその挙動,電 気特性 の関係 を調

べ,共 晶液相が粒 界層の成長速度 を速 めるこ とを明 ら

か に した.

以上の ように,同 氏 は電子 セラ ミックスにお ける液

相生成 と焼結の機構 を系統 的に検討 し,従 来 は個別的

に見 いだ されて いただ けの微少量 の液相 の役割 を総合

的 ・統一的 に理解す ることに成功 した もので,電 気 ・

熱 的性質 の高機 能化へ の設計指 針 を与 え,電 子 セ ラ

ミックスのみ ならずセ ラミックスの学術 的な発展 に寄

与す る ところ大であ る.よ って,日 本 セラ ミックス協

会学術賞 に値す るもの として推薦 する.

略 歴 昭和56年9月 東京工業大学大学院無機材料工学

専攻博士課程修了.同57年4月 東京芝浦電気(株)(現,(株)

東芝)入 社.総 合研究所配属.同62年1月 東京工業大学無

機材料工学科助手.平 成元年3月 同学科無機合成材料講座助

教授.同3年 米国ワシン トン大学客員研究員.同11年4月

同学大学院理工学研究科材料工学専攻無機機能材料講座助教

授.工 学博士.

◇学術賞◇
にし だ としひご

西田 俊彦氏

[業績]セ ラミックスの破

壊抵抗性の評価 に

関 する研究

推 薦 理 由

セ ラミックスを構造材や機械部 品 として広範囲 に活

用 してい くためには,破 壊 に対す る抵抗性 を高め るこ

とが非常 に重要である.西 田俊彦氏 は,セ ラ ミックス

の広範 な温度 条件下 で起 こる破壊や変形現象 に対す る

抵抗性 について研究 し,破 壊抵抗性の定量化,破 壊抵

抗メ カニズム,破 壊抵抗性評価法 の標準化 に大 きな業

績 を上 げている.以 下 にその研究成果 を要約す る,

①破壌抵抗性 の定量化で は,各 種セ ラミックスの破

壊エ ネ ルギー,破 壊靱 性,R曲 線 の測 定 を行 い,そ

こで評価 される線形 ・非線形破壊力学的パ ラメー ター

の物理 的意 味を考察 した.こ の目的の ため に,同 氏 は

雰囲気制御 型の高温材料 試験機や2000℃ まで昇 温可

能な クリープ試験機 を試作 し,広 範 な条件下での破壊

抵抗特性 を解析す る とともに,変 形 に先立 って進行す

るSCG挙 動 を定量化す るための新規手法 を提案 した.

②破壊抵抗 メカニズムに対 しては,多 結 晶セ ラミッ

クスの破壊 に対す る抵抗性 の本質 を理解す るため,ひ

ずみ を与えない鋭 いノ ッチ加工技術 と安定破壊条件の

確立 を行 い;ク ラック進展 中に生 じている力学的周辺

条件 を分 光学的手法 で"そ の場"観 察す るこ とを可能

にした.そ の結果,多 結晶 セラ ミックスの破壊抵抗向

上の メカニズム として,破 面 間で生 じる架橋(弾 性架

橋や摩擦 架橋)機 構 の寄与が大 きいこ とを明 らか に し

た.

③破壊抵抗性評価 法の標準化 に対 しては,構 造用 セ

ラミックスの破壊靱性 や破壊抵抗挙動 を的確 に評価 す

るために,SENB法,SEPB法,CN法 な どの主要 な曲

げ破壊力学試験法を精力的に見 直 し,脆 性 体か ら複合.

強化体 に及ぶ広範なセ ラミックスの破壊抵 抗特性評価

法の確立 と標準化 に貢献 した,

以上の ように同氏は,セ ラ ミックスの機械的性 質,

特 に破壊抵抗 性 の評価 に多大 な貢献 をな して きた.

よって,日 本セ ラミックス協 会学術賞 に値す るもの と

して推薦す る,

略 歴 昭和41年3月 京都工芸繊維大学工芸学部窯業工

芸学科卒業.同43年3月 同学工芸学研究科修士課程修了.

同年4月 同学同学部工業化学科助手.同54年4月 同学科助

教授.平 成6年4月 同学同学部物質工学科教授.工 学博士.
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◇ 学術賞◇

リテヤー ド ブラット

RichardC.Bradt氏

[業績]セ ラ ミックスの微
.構造 と脆性 ・塑性

挙動に関する研 究

推 薦 理 由

ブ ラッ ト氏 はセ ラミックスの脆性 ・塑性挙動 を結 晶

構 造や微構造 との相関 において早 くか ら系統的に研 究

し,以 下 のような先駆的 な高い業績 を上げた,

① アル ミニ ウムチ タネー ト等,異 方性 の高 い セラ

ミックスで,強 度やヤ ング率が粒径 により著 しい影響

を受けるこ とを実験的 に検 証 し,実 験結果がモデルに

よる亀裂発生 の限界粒径計算結果 とよく一致する こと
.
を明 らかに した,こ の成果は低熱膨張セ ラミックスの

高強度化 やマシナブル化の基礎指針 とな り,そ の後 の

研 究開発 に大 きく貢献 してい る.

②Bi、0、セ ラ ミックスの変態超 塑性 を初 めて観 察 し

た.こ の結果 はその後 のZrO2等 の広 範 な超塑性材料

の研 究及 び実用化の先駆 けとな ってい る.ま た,セ ラ

ミックスのR.カ 」ブ挙 動 に関 し先駆 的な研究 を行 い,

耐 火物 の よ うなバ イモーダル な粒径 分布 を持 つ セラ

ミックスにおいて は,短 い亀 裂 と長い亀裂の成長挙 動

が異 な り,長 い亀裂 はその1～功 一ブ挙動 のため極 端

に成長 しに くいことを明 らか にした.

③ 多数 の鉱物やセ ラミックス単結晶 を用い,弾 性 定

数,硬 度,破 壊靱性 と結晶構造 との相関 について広 範

な基礎 的研究 を行 うとともに,セ ラ ミックスの脆性 一

塑性繊維 の研究 において,低 温域 におけ るへ き開や微

小亀裂 の生成,高 温域での動的再結晶や塑性流動等に

関する多 くの価値あ る知見 を得た.

以上のように同氏 はセ ラミックスの微構造 と脆性 ・

塑性挙動 に関す る広範 な先駆的研究 を行い,成 果 を日

本 セラ ミックス協会学術論文誌 を含む多数の国際的な

学術論文誌 に公表す るとともに,本 協会会員 を始め多

数 の若い研究者 に引 き継 ぐことによってセ ラミックス

の科 学技術 の進歩 に大 き く貢献 してい る.こ れ らの業

績 は高 く評価 され,日 本セ ラミックス協会学術賞 に値

す る もの として推薦す る.

略 歴1967年 米国レンスラー工科大学大学院博士課程修

了.ユ967-1983年 ペ ンシルバニア州立大学助教授,.教授.

1983～1989年 ワシン トン大学教授,1989-1994年 ネヴァダ

大学教授.1994年 一アラバマ大学金属 ・材料工学専攻長 ・教

授.Ph.D.

◇進歩賞◇

ニんどう なお ぽ

近藤 直樹氏

[業績]窒 化 ケイ素系セ ラ

ミックスの超塑性

加工

推 薦 理 由

セラ ミックスの超塑性変形及び超塑性加工 は新 しい

技術 として重要であ る,近 藤直樹氏 は窒化 ケイ素セ ラ

ミックスの機械的性質 に関する研究 に従事 し,超 塑性

の変形機構,変 形 によ り生 じる結晶粒 の配 向組織 を解

析 し,そ の形成過程や配向組織 について以下 に示す よ

うな顕著 な研究成果 を上げた.

①棒状結晶粒か ら構成 される組織 を もつ窒化ケ イ素

セ ラミックスにお い.ても250%を 超 える超塑性伸 び

が得 られ ることを見いだ した.こ れは,従 来の超塑性

変形 には等軸結晶粒が必要である という常識 を覆す も

のである,② 引張試験 と組織解析 とを組 み合 わせて調

べ るこ とによ り,窒 化ケ イ素セ ラミックスの超塑性変

形機構 を解明 した,③ 超塑性鍛造加工 によ り製造 した

異方性窒化ケ イ素セ ラミックス において,特 定方向 に

高 い 曲 げ 強 度(1600MPa)と 高 い 破 壊 靱 性(12

MPa・m1〆2)を 同時 に実現 で きる ことを示 した.④ 上

記③ の成果 を更 に進め,圧 粉成形体 か ら直接超塑性鍛

造焼結 を行 うこ とで,窒 化ケ イ素セラ ミックスにおい

て2100MPaと い う高い 曲げ強度 を実 現で きることを

示 した.⑤ 異方性組織 をもつ窒化ケイ素セラ ミックス

に生 じるビッカース クラックは特異 な形状 を示す こ と

を見 いだ した.

以上の ように,同 氏 は超塑性変形機構 や変形 に伴 う

配 向組織 の形成 につい て報告 し,ま た,超 塑性鍛造 や

鍛造焼結法 を用い て優 れた強度や靱性 を示す異方性窒

化 ケイ素 を製造す ることに成功 した.こ の種の研究 を

系統 的に行 ってい るグループは世界的 にも例がな く,

同氏 の研究 は極め て独創性が高い もの と言え る.

同氏 の示 した窒化 ケイ素の超塑性加工 による配 向組

織 制御 は産業界か ら も注 目され てお り,民 間企業 との

共同研究 や,そ れに伴 う特許の共 同出願 もなされてい

る.

以上の研究成果 は,日 本 セラミックス協会進歩 賞に

値 する もの として推薦 する ものである.

略 歴1993年3月 大阪大学大学院工学研究科金属材料工

学専攻博士前期課程修了.同 年4月 工業技術院名古屋工業技

術試験所入所(現,工 業技術院名古屋工業技術研究所),セ

ラミックス基礎部材料評価課配属.研 究員.同 年10月 同研

究所構造プロセス部超変形機能研究室,研 究員,1999年4月
～シナジーセラミックス特別研究室併任,研究員,現在に至る.
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◇進歩賞◇

さ とう りゆうじ

佐藤 隆士氏

[業績]超 伝導前駆体 ガラ

スの特異構造 と結

晶化機構に関する

研究

推 薦 理 由

酸化物 高温超伝 導体 は,多 くの卓越 した機能 を有す

るこ とか ら実用材料 の開発 とその応用が期待 されてい

る,佐 藤 隆 士氏 は,Bi-SrCa-Cu-0系(Bi系)の 融

液が溶融 急冷法に よってガラス化 し,更 にそれ を熱処

理 する ことによって高温超伝導体 に変換で きることを

見 いだす とともに,ガ ラス中の銅 イオンの価数状態が

前駆体 ガ ラスの特 性 と超伝導結晶 の析 出機構 に対 して

決定的な役割 を演 じているこ とを明らかに した.そ の

成 果は,高 温超伝 導体 の作 製プロセス に対 して重要な

設計 指針 を与 える ものである,以 下 にその成果 を要約

する,

① 銅 イオ ンの価数 状態 を制御 したBi系 ガラス を作

製 し,密 度やガ ラス転 移温度 な どガラスの諸物性が銅

イオ ンの価数状態 によって大 きく変化す ることを見い

だ し,そ の変化は ユ価 の銅 イオ ンの共有結合性 を有す

る直線2配 位 構造 によって説 明で きるこ とを示 した.

更 に,そ の ような銅 イオ ンの構造特異性 と機能が銅 リ

ン酸塩 ガラス において も存 在す る ことを明 らか に し

た.

② ユ価 の銅 イオ ンを含有す るB童系 ガ ラスでは相分

離が起 こってい るが,ガ ラス粉末 の低温酸化 によって

調製 した2価 の銅 イオンのみを含有 するガラスは前者

と全 く異 な り均質 な構 造を とっているこ とを明 らかに

した.

③Bi系 ガ ラス か らの超伝導結 晶の析 出機 構 は銅 イ

オ ンの価数 変化 を もた らす酸素 の供給 速度 の違い に

よって試料 表面 と内部 で全 く異 なる こ とを明 らか に

し,銅 イオンの価数状 態及び試料 内部 で形成 される液

相の存在 に基づ く超伝 導結晶の新 しい生成 モデルを提

案 した.更 に,結 晶配向 した超伝導 ガラスセラ ミック

スフチイバ ーの作製 にも成功 した.

以上 のように,同 氏はガ ラスセラ ミックス法 に よる

高温超伝導体の創製 に関 して先駆 的かつ重 要な研 究成

果 を数多 く上 げてお り,日 本セ ラミックス協 会進歩賞

に値す る もの として推薦する.

略 歴 昭和63年3月 長岡技術科学大学材料開発工学課

程卒業.平 成2年3月 長岡技術科学大学大学院工学研究科修

士課程材料開発工学専攻修了.同 年4月 長岡技術科学大学化

学系助手.同7年4月 鶴岡工業高等専門学校物質工学科講師.

工学博士.

◇進歩賞◇

ただなが 着よはる

忠永.清 治氏

[業績]反 応過程 を制御 し

たゾルーゲ ル法 に

よる機 能性材料 の

作製

推 薦 理 由

金属 アル コキシ ドを主な出発原料 とす るゾルーゲル

法に よって種 々の機能性材料 を合成す る場合,金 属 ア

ル コキシ ドの反応性 や加水 分解 ・重 縮合過 程 を制御

し,固 有 のマクロ及 びミクロ構造 を構築す ることは極

めて重要 であ る.ま た,ゾ ルーゲル法 による コーテ ィ

ング薄膜 の形成 は,各 種基板 め表面改質技術の一つ と

して様 々な分野 での応用が期待 されて いる.忠 永清 治

氏 は,ゾ ルーゲル法 による機能性材料 作製 における加

水分解 や重縮合反応等 の各過程や用い る前駆体の構 造

をより精 密に制御 し,優 れた機能 を発現す る多孔体 や

簿膜等 の材料 を創 製 している.以 下 に同氏の研究成果

を要約する.

① アル ミニウ ムアル コキシ ドを種 々の安 定化剤 に

よって化 学修飾 した場合 の前駆体 の構造 を調べ,安 定

化剤 に よるアル コキシ ドの配位状態 の変化 を明 らか に

した.ま た,安 定化剤 の種類,ア ルコキシ ドに対す る

安定化 剤のモル比,乾 燥方法,熱 処理温度 を制御す る

ことにより同ゲル薄膜 の微細 組織や特性が制御可能で

ある ことを明 らか にし,種 々の比表面積や細孔構造 を

もつアル ミナゲル を作製 した.

② 多孔質 アル ミナゲル薄膜 を沸騰水 中に浸漬す るこ

とによって,表 面 に数十nmオ ー ダーの微 細 な凹 凸を

形成 させ ることに成功 した.更 に,こ の薄膜 にフルオ

ロアルキル アル コキ シシラ ンで擾水処 理 を施 して,透

明 で水 に対 す る接 触 角 が1600を 超 え る超 擾 水 コー

ティング薄膜 を創製 した.

③ シ リカ系 薄膜 をポ リイ ミ ド及 び ナイ ロ ン.6基 板

上 に形成す る条件 について検討 し,薄 膜の作 製条件 と

コー ティング膜の水蒸気透過性等諸特 性 との関連 を明

らか にした.

以上 の ように,同 氏 はゾルーゲ ル法 にお ける反応過

程 を制御す ることよって優れた機能性材料 を創製 し,

ゾルーゲ ル法の新 しい応用分野 を切 り開いてい る,よ っ

て,日 本 セラ ミックス協会進歩賞 に値す るもの として

推薦す る,

略 歴 平成2年3月 大阪府立大学工学部応用化学科卒

業.同4年3月 京都大学大学院工学研究科分子工学専攻修士

課程修了.同 年4月 大阪府立大学工学部助手.こ の間,平 成

10年7月 一同11年7月 英国シェフィール ド大学工学部客員

研究員.工 学博士.
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◇進歩 賞◇
ほあん へ じん

黄 海鎭氏

〔業績]ナ ノ複 合化による
.高性 能 電 子 セ ラ

ミックスの創成 に

関する研 究

推 薦 理 由

チタ ン酸 ジルコン酸鉛 に代 表 され る圧 電セ ラミック

スは,ト ランス,各 種 フィル ター,ア クチュエーター

な どに実用化 され,そ の用途は拡大 を続 けている,近

年,圧 電 デバ イスの高周波 ・高出力化 に よる使用環境

の過酷化 に伴 って,素 材の破損 や劣化 が問題 とな り,

圧電 セラ ミックスの機械的信頼 性の向上 が期待 されて

いる,デ バ イス の高信頼性化 には,材 料 自身の機械 的
.
特性 の改善が不可欠であ るが,圧 電セラ ミックスは一

般 に機械的性質 に劣 り,そ の改善 は容易 ではない,こ

のよ うな状況 に対 して黄海鎭氏は,圧 電セ ラミックス

にナノサイズの セラミックス及び金属粒子 が均一 に分

散 したナノコンポジッ トを提 唱 し,そ の創 成 に成功 し

た.そ の結果 を以下 に要約する.

① 圧電 セ ラ ミックス の高 次構 造制御(ナ ノ コンポ

ジ ッ ト化)に よる諸特性制御 アプ ローチ を世界 に先駆

けて提 唱 し,同 セラミックスにおいて力学的特性 と電

気 的特性の大幅 な同時改善 に成功 した.

②柔 らかい金属ナ ノ粒子 を圧電セ ラミックス に分散

す るこ とによって,圧 電体の典型的 な強誘電/常 誘 電

構 造相転 位温度 の制御 が可能 であ る ことを見 い だ し

た.

③作 製 したナノコンポ ジッ トの高電界 に対す る繰 り

返 し疲労特性 を調査 し,ナ ノ粒 子 によ り電界誘起亀裂

進展 が著 しく抑 えられ ることを明 らかに した.

④微細 な金属粒子の均一分散 を可能 とす る新 しいプ

ロセス手法 を見 いだ し,そ の有効性 を実証す るととも

に,プ ロセスの各々のパ ラメー ターとナ ノコンポジ ッ

トの諸特性 との相関関係 を明 らか に した.

以上 の ように,同 氏 はナノコンポジッ トの製造 プロ

セス及び微構造 と諸特性 との関連性 を明 らか にする と

ともに,高 強度 ・高靱性 に加 えて優れた電気的特性 を

有 する高性能電子セ ラミックスの 開発 に成功 し,電 子

セ ラ ミックスの分 野 において新 しい機能 を持つ セ ラ

ミックス創成 の指針 を明 らかにした,よ って,日 本セ

ラ ミックス協会進歩賞 に値す るもの として推薦す る.

略 歴1989年2月 韓国延世大学窯業=〔学科卒業.1991

年2月 同学大学院窯業工学科修士課程修了,1995年3月 大阪

大学大学院工学研究科プロセス工学専攻博士後期課程修了.

同年4月 通産省工業技術院名古屋工業技術研究所入所.主 任

研究官.工 学博士.

◇進歩賞◇

わ　 や なけ き

脇谷 尚樹氏

[業績]鉛 系ペ ロブス カイ

ト型強誘 電体の結

晶 安定性 とその応

用

推 薦 理 由

電子 セラミックスな どの分 野で重要 な役割 を担 うペ

ロブスカイ トのバル クや薄膜 の製造 の際 に共存 しやす

いパ イロクロアの安定性 に対 し,脇 谷 尚樹氏 は,結 晶

化学 の観点か ら検討 して結晶構 造の統一 的な安定化因

子 を提案 し,そ の予測 を実験 的に検証 した,以 下 に同

氏 の研究成果 を要約す る.

①鉛系ペ ロブス カイ トバルクや薄膜 の合成 時にはパ

イロクロアが共存 しやすいが,そ の理 由はこれまで確

立 していなか った,同 氏は,結 合原子価論 を再構築 し

て適用す ることによ り,化 合 物の結合 の強度 と結晶 中

のイオ ン性の定量的評価 を可能 にした,② 緩和型強誘

電 体(リ ラクサー)Pb(Mg1/3Nb2!3)03(PMN)と パ イ

ロクロアを上述 の理論 を基 に検 討 し,ペ ロブスカイ ト

の安定性 は陽 イオンと酸化物 イオ ン間の電荷 移動の度

合 いに より定量的 に記述で きる ことを明 らかに し,こ

の概 念 をXPS測 定 によ り定量的 に実証 した.③ 薄膜

プロセスに結合原子価論の帰結の一つである結晶 中の

イオ ン性 の増加 を発展 させて適用す ることに より,ペ

ロブス カイ ト安定化用数nmバ ッフ ァーという概念 を

提 案 し,PMN単 相薄 膜の合成 に成功 した,薄 膜 へ の

拡 張 はPb(Zr,Ti)03(PZT)やPbTiO3(PT)等 の鉛系

ペロブスカイ トに も有効で あることを明 らか にした.

④結 合原子価論 をペ ロブス カイ トとパイ ロクロアの関

連 構 造 で あ る タ ング ス テ ンブ ロ ンズ に適 用 して,

BaエーτR助〆3Nb206(R:希 土類)組 成 か らな り,低 誘 電

率 で軸方向にのみ分極 を有す るとい う強誘電体メモ リ

に有 望な新強誘 電体 の探索 に成功 した.

以上の ように,同 氏 の研究 はバ ルク,薄 膜の幅広 い

分 野 にわたって材料 の設計 や解析 に対す る学術的価値

が高いだけでな く,最 近 の電子 セラ ミックスの部品や

薄膜製造 にも非常に有用 な示唆 を与 えるものである.

よっそ,日 本セ ラミックス協会進歩賞 に値す るもの と

して推薦する.

略 歴 平成元年3月 東京工業大学工学部無機材料工学科

卒業.同3年3月 同大学院無機材料工学専攻修士課程修了.

同4年12月 同大学院無機材料工学専攻博士後期課程中退.

同5年1月 同工学部助手に採用される.同9年7月 同工学部

無機材料工学科助手に配置転換.同9年 手島記念賞 「博士論

文賞」受賞.工 学博士.
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◇技術 賞◇
うしユめ すすむ

牛込 進氏

[業績]高 性能黒鉛 るつぼ

及 び鋼の連続鋳造

用 ノズルの開発及

び製品化

推 薦 理 由

牛込進氏 らの グル ープは黒 鉛の高熱伝導性 と溶融金

属 に侵 され に くい特性 に着 目し,非 鉄金属溶解用 るっ

ぼや鋼の連続鋳造用 ノズルの開発 に対 し,革 新 的な技

術開発 によ り数々のユニークな商 品開発 に成功 した.

製造技 術 で は1968年 に耐火 物業界 初 のCIP(冷 間

静水等方圧 プレス〉 を導入 し,耐 火物組織 の均一化 と

高性能化 によ り,製 品寿命延長 と安定化 を達成 した.

またCIPの 特 徴 を生 か した大型特殊 形状 の黒鉛 るつ

ぼの一体成形技術の確立 と製品化 が可 能になった.

材料設計技術で は,酸 化劣化 によ り寿命が左右 され

るため,1968年 に高性能の酸 化防止剤 を開発 し,寿命

を2～3倍 に伸 ば した.ま た,ア ル ミニ ウム鋳物 の高

品質化 に伴 うナ トリウム系 フラックス使用増加 がるつ

ぼ寿命 を大幅 に阻害 したが,Al、0、一Sio、系骨材添加や

二層構造技術の開発 により,問 題点 を克服 した.

連続鋳 造用 ノズルで は1976年 にパ ウダー ライン部

にZrO2一 黒鉛 質 を配置 した二 層式 ノズル の開発 に よ

り,ノ ズ ル寿命 を大幅 に仲 ば した,ま た,非 金属介在

物や地金が ノズ ル内孔部に付 着す る閉塞問題 の発生 に

対 し,1982年 に介 在物 は付 着防止用 ス リッ トタイプ

ノ ズ ル,1990年 にZrO2-CaO一 黒 鉛 質 ノズ ル,更 に

1997年 には ノズルか らの熱 放散 を抑 制 し,稼 働面 に

ガ ラス層 を形成 してノズル閉塞 を抑制 す るNonカ ー

ボ ンーAl203-SiOz質 を開発 し,操 業 の安定化 と鋼 品質

向上 に貢献 した.連 続鋳造用 ノズルは耐熱衝撃性 が重

視 され るため,従 来 の耐食性で劣 るSio2添 加 材質 を

業界 の常 識外 のNonSiO2タ イプAl203一黒 鉛質 を1984

年 に開発 し,特 にステ ンレス鋼 では耐用 を2～8倍 に

伸 ば し,シ ェア90%を 達成 した.

以上,同 氏 らの功績 は非鉄金属鋳 造業界 の発展 に,

また鋼 の連続鋳造法 の拡大 と高度化 に大 きく貢献 した

もの であ り,日 本 セラ ミックス協 会技術賞 に値 する も

の として推薦す る.

略 歴 昭和33年3月 名古屋工業大学窯業工学科卒業.

同年4月 東京窯業(株)(現,(株)TYK)入 社.黒 鉛るつぼ,

製鋼用耐火物,フ ァインセラミックス,複 合材料等の開発を

指導.同62年 同社及び明智セラミックス(株)の 代表取締

役社長に就任.現 在に至る.MBA(コ ロンビァ大学).

同 グルー プの メンバ ー 明智 セラ ミックス(株)安

藤 満 ・高橋成彰 ・室井利行

あ.ん

ど.う みつる なかはしし.げあき む.ろい としゆき

◇技術 賞◇
な わ まざひろ

名和 正弘氏

[業績]セ リァ系 ジル コニ

ア双方向ナ ノ複合

材料の開発 と応用

推 薦 理 由

名和正弘氏 らはセ リア安 定化正方 晶ジルコニアの結

晶粒内 にナ ノメー タ.一サイズの微細 なアル ミナ粒子 を

分散 させた新 しいナノ構造 を有 し,対 衝撃性 に優れた

「セ リア系双 方向ナノ複合材料」 の開発 に成功 し,こ

の新材料 を可動刃 に採用 したセラ ミックス製 プロ用バ

リカンを ユ998年に商用化 した.

同氏 らの業 績は以下 のよ うに要約 される.

① セ リア系 双方向ナノ複合材料

新 しい双方向ナノ複合化 に基づ く材料設計 によ り,

セリア系 ジル コニアの持 つ優 れた熱安 定性 と極 めて高

い靱性値 を維持 した まま,そ の欠点 であった低強度,

低硬度 を飛躍的に向上 させ,現 在広範 に使用 されてい

るイッ トリア系ジル コニァを超える特 性改善 に世界で

初めて成功 した.

② プロ用バ リカ ン刃へ の応 用

複雑形状 に適 した射 出成 形プ ロセス技術 の開発 と,

対衝撃性 に優 れた新材料 の採用 により,刃 先角度 を従

来の イッ トリア系ジルコニア を用 いた70度 か ら45度

まで鋭角化する刃先設計 の具現化 が可能 とな り,飛 躍

的な切れ味(従 来比 ユ.5倍)を 実現 した新 セラ ミック

可動刃の開発 に成功 した.業 界では,イ ッ トリア系 ジ

ルコニ アが大半 を占め,セ リア系 ジル コニアの応用 は

今回が世界で も初めて とな ることか ら,こ の実用化 の

先駆的意義 は極めて高い.

この新材料 は,イ ッ トリア系 ジル コニ アの本質的欠

点で ある低温劣化 を克服 し,し か も強靱 な特性 を兼ね

備 えた新 しいジル コニァ材料 と して,日 米欧で特 許化

され てお り,今 後 はバイオセ ラミックス分 野 を含 めた

広範 な用途展開が期待 され る,

以上 の業績 は,日 本セ ラミックス協会技術 賞に値す

る ものと して推薦す る,

略 歴 昭和53年3月 新潟大学工学部機械工学科卒業.

同53年4月 松下電工(株)入 社.研 究所勤務.平 成3年6

月材料開発研究所主査技師.同9年12月 ウェル ・ラボ副参

事主査研究員,現 在に至る.工 学博士(大 阪大学),

同 グル ー プ の メ ンバ ー 中本彰 一

なかも.と し.よ.ういち
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◇技術 賞◇
ふじさわ あきら

藤沢 章氏

[業績]医 用 セラミックス

の開発 と実用化

推 薦 理 由

藤 沢章氏 らは二十数年前 にアル ミナを中心 と した生

体用 セラ ミックスの開発 に着手 して以来,入 工歯根 な

ど歯 科用 イ ンプラ ン ト,並 びに人工骨 ・人工関節な ど

整形外 科用 イ ンプラン トに用い る数 々のセ ラミックス

製品を開発 し,そ の実用化 を推進 して きた.

アル ミナ,ジ ルコニ アのもつ優 れ た耐摩擦摩耗 性,

水酸化 アパ タイ トなどの リン酸カル シウム系セ ラミッ

クスの もつ骨組織親和性 などそれぞれのセ ラミックス

の特徴 を生 か したインプラン ト製品への応 用 を図る と

ともに,臨 床試験等 を通 じて,そ れぞれの製品の高機

能化 ・高性能化 を達成 した.例 えば,人 工 関節 におい

てはアル ミナ,ジ ル コニ アを摺動 面 に用 いる ことに よ

り,耐 摩耗性 の改善 を図 り,更 に,そ の骨接 触表面 に

水酸 アパ タイ トをコーテ ィングする ことに より骨組織

と人工 関節の親和性 を高め,ゆ るみ を抑制 する ことに

成功 し,入 工 関節 自体のLongevity(耐 久 年 月)向 上

を導 いた,

更 に最近で は,ア ル ミナ をベア リングに用 いた小型

の人工心臓や血液ポ ンプな どの製 品 を開発 し,耐 久性

の向上 を果たす ことに より,重 篤 な心臓病患 者の救急

救命,心 臓外科手術 の際の補助循環 に新 たな実用化 を

成 した.

同氏 らは,医 療用 セ ラミックス分野 において.常 に

我が国 のパイオニア的存在 として,新 しい技術 と製 品

の開拓 ・普及 に努め,更 に最近 では,歯 科 ・整形外科

領域か ら心臓 外科領 域で も積極 的な製 品開発 を進 め,

患者のQualityofLifeの 向上 に貢献 してい る.

以上の業績は,日 本 セラ ミックス協会技術 賞に値す

るもの として推薦す る,

略 歴 昭和44年 東京大学工学部物理工学科卒業.同52

年京都セラミック(株)(現,京 セラ(株))入 社.生 体用セ

ラミックスの開発,歯 科インプラント・整形外科用インプラ

ントの研究開発,血 液ポンプ,人 工心臓の開発を担当し,現

在に至る.現 在,京 セラ(株)バ イオセラム事業部プロジェ

ク ト開発部責任者.
あみのひろかず たにぐちよしお ざのけんじ

同グループのメ ンバ ー 網野博一 ・谷 口吉夫 ・佐野健次

◇技術賞◇
やま だ よういち

山田 陽一氏

[業績]高 性 能 ロー ラー

ハー ス キル ン の

技 術 開 発 と用 途

開拓

推 薦 理 由

山田陽 一氏 らは,1960年 代 よ り従 来 の トンネ ルキ

ル ンやプ ッシャーキルンに代わ る新 しい発想の連続炉

としてローラーハース キルンの先進性 にいち早 く着 目

し,種 々のテス トを実施 し,焼 成時間の大幅な短縮 と

被焼成物 の品質安定性 とい う相反す る目標 を同時 に実

現 するローラーハースキ ルンを開発 し,磁 器の絵付 け

焼成及 びローラーハース キルンでは技術 的に不可能 と

されていた磁器 の還元雰囲気焼成の実用化 に成功 した,

その後 も新技術の開発 に継続的 に取 り組み,窒 素雰

囲気 水素窒素雰囲気,酸 素雰囲気 ローラーハース キ

ルン,食 器か らの鉛溶出低減 を目的 とした水蒸気吹 き

込 み技術等 を次 々に実用化 した.そ の結果,食 器,タ

イルだけにとどまらず フェライ ト,フ ァイ ンセラミッ

クス,高 品位粉体,資 源 リサイクル用等 の広 い業界 に

対 し,品 質向上,省 エ ネルギー,リ ー ドタイムの大幅.

短縮等 に大 き く貢献 してい る.

最近 では移動可能な超小型 ロー ラーハ ースキル ンを

開発 し,業 界のニーズであ る多種 少量,高 品質,低 価

格,短 納期 を同時に実現 しCSの 向上 に貢献 してい る.

更 に次世代 テ レビ と して脚 光 を浴 びてい.るプラズマ

ディスプレイ基板 焼成用 としてその高度 な要求に対応.

したPDP基 板 用 ロー ラーハース キル ン等 を開発販 売

し,業 界の発展 に寄与 している.

以上,同 氏 らによる ロー ラーハースキル ンの普及 と

数 々の技術開発 は,単 にセ ラミックの業界 のみならず

電子部品業界や食品業界等産業界全般 に及 んでお り,

産業界が 目指す多様 かつ フレキシブルな生 産形態 に最

適 な炉 と して,ま た,炭 酸ガス排 出量抑制 に貢献で き

る省エ ネルギー炉 として広 く有効 活用 されている.

よってその功績 は 日本セ ラミックス協会技術賞 に値

す るもの として推薦 する.

略 歴 昭和44年3月 名古屋工業大学卒業,同 年4月 日

本陶器(株)(現(株)ノ リタケカンパニーリミテ ド)入社.

同52年3月PORCELANAMARIWASA(フ ィリピン)出 向.

同62年4月 ノリタケセラミックス出向(現,三 好セラミッ

クス(株)).平 成6年6月 システムエンジニアリング営業部

次長焼成炉グループリーダー.同8月6月 エンジニアリング

営業本部焼成炉営業部長.同11年6月 食器事業本部生産 ・

技術本部副本部長.
ど い まぎとし む内しま ひろし もり ひろゆき

同 グループのメンバ ー 土井正敏 ・大 島 博 ・森.洋行
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◇技術賞◇

よし だ まこと

吉田 真氏

[業績]ガ スタービン用 セ

ラ ミック部材の開

発

推 薦 理 由

ガス タービンへのセ ラミック部品の適用は.構 造用

セラ ミックスの実用化 を目指す技術 者に とって長年 の

夢 であ る と言 って も過 言で はな い.1970年 代 初め か

ら欧米 を中心 に,省エ ネルギー,環境対 策 を目的に様 々

なセラ ミックガス タービン開発計画が実施 され,多 く

の研究者 ・技術者が参加 し,幾 多の努力がなされて き

たが,セ ラ ミック部 品適用 に伴 う様 々な障害(材 料 強

度 ・靱性 ・信頼性 の不足,大 型 ・複雑形状部 品の高 精

度 製造技術 の未熟,エ ンジン設計側の知識不足等)の

ため,当 初 の開発 目標 を達成で きたものは皆無 であっ

た.

吉 田真氏 らグ ループは 「300kW級 セ ラ ミックガス

ター ビンプロジェク ト」(ユ988年 発足)に 参画 し,エ

ンジ ンの高温 熱流部 にすべ てセ ラ ミック部材 を適 用

し,小 型 ガス ター ビンとしては世界最高 となる設計 目

標(TIT(TurbineInletTemperature):1350℃,熱 効

率;42%)を 達成するこ とに成功 した,

同氏 らは 目標達 成のため,優 れた高温特性 をもっ新

規焼結助剤か らなる窒化ケイ素 セラ ミック材料 を見い

だ し,更 にス リップキ ャス ト法 による大型 ・複雑形状

部 品の高精度 製造技 術,及 びX線 非破壊検 査等 の信

頼性保証技術 を確 立 した.ま た,セ ラ ミックスメー カー

とエ・ンジ ンメー カーが緊密 かつ率 直 な情報 交換 を行

い,エ ンジンメーカーがセラ ミック部 品製造工程の一

部 を分担 し,ガ スジ ェネレーター タービンノズ ルの締

結方法 を見い だす等,相 互 の技術 理解 の深 ま りが成功

の要 因 として挙 げられ る.

以上の業績 は,セ ラミックス技術者 の長年の夢 を実

現 に近づ ける世界初の快挙 となる ものであ り,日 本 セ

ラ ミックス協会技術賞 に値 する もの として推薦す る.

略 歴 昭和54年3月 京都大学工学部資源工学科卒業.

同56年3月 京都大学大学院工学研究科修士課程修了.同 年

京都セラミック(株)(現,京 セラ(株))入 社,総 合研究所

にて材料開発部門に所属.窒 化ケイ素を中心とする構造部品

用高温耐熱セラミック材料の開発に従事.同 社自動車部品事

業部を経て,平 成9年4月 総合研究所 ・構造材料/部 品開発

部責任者.
つるぞの さ ぞう た なかニういち

同グループのメンバ ー 鶴薗佐蔵 ・田中広一 ・川崎重
たつみ てつ お

工 業(株)巽 哲男

◇技術賞◇

わたなべ けいいちろう

渡邊 敬一郎氏

[業績]金 属含浸複合材料
の開発

推 薦 理 由

渡邊敬 一郎氏 らは,1994年 にSi金 属含浸Sic複 合

材(NEWSIC)を 開発上市.し,食 器,タ イル,衛 生陶.

器,碍 子,電 子 部品等 のセラ ミックス焼 成用窯道具,

炉構造部材 と して大量 に使用 され,業 界 に大 きな効果

を上 げた.ま た,1999年2月 にはSi金 属 含浸炭素繊

維 複合材(MICMAT>の 大量 生産技 術 を世界 で初 め

て確立 し,将 来大 きな成果 が期待 されている.

NEWSICはSic,C,バ イ ン ダー を出発原 料 と し,

押 出成形 あるいは プレス成形 された後,焼 成炉 で水分

除去,バ インダー除去,Sio2除 去 を行 うと同時に,β ・

Sicが 生成 され,Siで 気孔が充填.され る.こ の際,α ・

Sic原 料 表面 とSi原 料 表面 に付着 してい る酸 素成 分

Sio2の 除去 がNEWSIC量 産化 のポ イ ン トで あった.

Sio2の 除去 は蒸気圧 を活 用 しSiが 溶 融する温度 に到

達 す る前 の段 階でSio2ガ ス として系外へ 排出す るプ.

ロセ スの 開発 に成 功 した.NEWSICは,緻 密 な焼 結

型SiCで も得 られ に くい耐酸化性能が得 られ,高 温大

気中での使用 で長期信頼性 に富 んでい る.

大量生 産 されてい るSiC原 料 はSiO2等 の不純物 を

含む場 合が多い,.プ ロセス温度 と圧力 の正確 な制御 を

行 い,Sio2等 の不純物 ガス化 させ て系外 へ排 出す る

焼成 プ ロセ ス を完成 させ たこ とに よ り,高 性能 のSi

金 属含 浸Sic複 合 材'の量 産化 を 可 能 に した.更 に

NEWSIC製 造 で培 われたSicへ の金 属Si含 浸技 術 を

応用 し,SiをC/Cコ ンポ ジッ トに含浸 させC/Cコ ン

ポジッ トの持つ強靱 さ等 の優 れた特徴 を維持 したまま

で,内 部 にSicセ ラミックスを分散合 成 させたSi-C.

C.複 合材(MICMAT)の 大量 生産技 術 を世界 で初 め

て確 立 した.MICMATは その耐酸化 性,耐 摩 耗性 に

よ り,航 空字宙分 野か ら家庭 製品 まで幅広い分 野への

適用が期待 されている.

以上の業績 は,日 本セ ラミックス協 会技術賞に値 す

る もの として推薦す る.

略 歴 昭和54年 九州大学工学部工学研究科材料開発工

学専攻課程修了.同年4月 日本碍子(株)(現,日 本ガイシ(株)〉

入社.耐 熱低熱膨張材料,構 造用セラミック材料の研究を損

当.平 成7年7月 構造部品研究所長.同11年4月BIU部 長.
いとうかずひニ いなばつねぞう はんざわ

同 グルー プの メンバー 伊 藤 一彦 ・稲葉 常三 ・半澤
しげる

茂
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◇功績賞◇
てる や ぜん ぎ

照屋 善義氏

[業績]地 場資源活用セラ

ミックスの開発 に

かか わる研 究 ・指

導に よる貢献

推 薦 理 由

照屋善 義氏 は昭和41年 琉球 工業研 究指導所(現,

沖縄県工業技術セ ンター)に 入所 以来,三 十有 余年に

わた り県産資源の有効利用 とセラ ミックスの研 究 ・開

発 に携 わ り,そ の成果 を業界へ技術移 転する とともに

企業 の指導 ・育成 に努め,沖 縄 のセラ ミックス産業 の

振興 に多大 の功績 を上げた,以 下に主 な業績 を要約 す

る.

①県産陶磁器原料 の地質ボー リングを含 めた賦存量

調査 と性状試験 を広範囲に実施 し,そ の結 果に基づ き

配合 陶土 を開発 する と ともに製土 工場 の建設 を推進

し,陶 土の品質向上,安 定供給 と量産化 に大 きく寄与

した.

②素地原料同様枯 渇化 した粕原料対策 として,県 内

の粕原料 を調査 ・研 究 し,伝 統粕の 白紬 や青磁紬 の開

発 にも成功,粕 調 の安 定化 と品質向上 を可 能 とした,

③県産泥岩 を主原料 に欠点 である白華現象対策 を含

む赤瓦素地 を開発 し伝統赤瓦 の品質 を向上 させ た.ま

た,本 土復 帰20周 年事業(平 成4年)の 首里 城正殿

復 元 に際 し,瓦 部会 の専 門委員 と して参画 し未利用の

古我知粘土 を用 いて高 品質の赤瓦 を開発,こ の赤瓦で

正殿 は復 元 された.そ の後,こ の復元赤瓦 は沖縄県の

シンボル として各所で使 われ,2000年 サ ミッ トの主

会場 「万国津梁館」 に も使用 されてい る.

④ 琉球 ガ ラスは廃瓶 ガ ラス を利用 す るこ とか ら始

まったが,昭 和60年 頃か ら廃 瓶 ガラス の収集 が困難

とな ったので,業 界 の要請 によ り県産鉱物原料 による

琉球ガラス素地 の開発研究 を行 った.そ の結果,品 質

の向上 と多品種化が可能 とな り,琉 球 ガラスは沖縄県

を代表 する工芸 品に成長 した.な お,こ の技術 を用い

て業界 はベ トナムに工場進出 してい る,

以上,沖 縄県 のセラミックスの技術開発 ・指導,業

界 組合設立 ・運営,各 種委貝,県 立芸術大学講師 とし

ての人材育成 など,同 氏が業界の振興 と発展 に寄与 し

た功績 は誠 に顕著であ るので,日 本セ ラ ミックス協会

功績賞 に値 するもの と して推薦する.

略 歴 昭和38年3月 琉球大学文理学部化学科卒業.同

年9月 琉球政府税関分析室勤務.同41年 琉球工業研究指導

所研究官,同47年 鉱物資源課長,同50年 窯業室長,県 内窯

業資源の開発研究及び業界の技術指導を行う.平 成5年 次長.

同10年 沖縄県工業技術センター次長.

◇ 功績賞◇
ふ じ と よしひと

不二門 義仁氏

[業績]産 業廃 棄物の リサ

イクルによる水質

浄化 セラ ミックス

の開発 と指導

推 薦 理 由

不 二 門義仁 氏 は 昭和43年 に愛 知県 陶磁 器 試験 場

(現 愛知県常滑窯業技術 セ ンター)に 入所以来,セ

ラ ミックスの製造技術 の研 究 ・開発,そ の成果の指導

を行 い,特 に産業廃 棄物の リサイクルによる水質浄 化

セ ラ ミックス分野において大 きく貢献 した.

瀬戸地域の産業廃 棄物は陶磁器系廃棄物,ケ イ砂精

製時の微 砂(キ ラ)等 が未利用 のまま埋 め立て処分 さ

れ,処 分場の確保 や廃 棄 コス トの高騰 もあ り,木 質系

廃棄物 とともにリサイクルの要望が強か った,

同氏 は産業廃棄物 を リサ イクル してセラミックス多

孔体 を開発 し,水 質浄化機能 を閉鎖系水槽で実証 する

とともに,流 水系水 路で も確認 した.セ ラミックス多

孔体 として,レ ンコ ン状,ハ ニカム状,ボ ール状,異

形状,ブ ロック状等 の製造技術 を開発 し,地 元企 業へ

技術移転 を実施 した.用 いた原料 は,磁 器廃棄物,よ

わ土,か わ き,ガ ラス屑,お が屑,木 炭屑,砂 キラ,

長石廃土等 を目的に応 じ組み合 わされ た.

平成3年 か ら瀬戸窯業資源対策委員会で未利用資源

の活用化事 業に携 わ り,上 記成果の事業実証試験 を実

施 した.す なわち,瀬 戸市内の下水処理場の放流水 を

利用 した水質浄化試験 を実施 し,夏 場 と冬 場のCOD,

BOD,DO.等 を評価 し,良 好 な結 果 と貴重 なデー.タを

得た,

その後,研 究発表会,講 演会,コ ンサ ルティング,

技 術指導 を地元 の窯業,環 境保全事業,土 木業,行 政

関係者 に実施 した.

以上,同 氏 は産業廃棄物 をリサ イクルしたセラ ミッ

クス多孔体 を開発 し,水 環境の保全,創 造 などの新規

分野 を開拓 し,セ ラ ミックス業界の活性化 に寄与 した

功績は顕著 であ り,日 本セラ ミックス協会功績賞に値

する もの として推薦 する.

略 歴 昭和43年3月 東京理科大学理学部化学科(2部)

同年4月 愛知県陶磁器試験場(現,愛 知県常滑窯業技術セン

ター)入 所.同46年 愛知県瀬戸窯業技術センター,同48年

10月愛知県中小企業センター,同51年4月 愛知県瀬戸窯業

技術センター,同56年4月 愛知県陶磁器資料館,同60年4

月愛知県工業技術センター,平 成元年4月 愛知県瀬戸窯業技

術センター,同7年4月 研究指導課長,現 在に至る.
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